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北海道余市町

計画概要

ニッカウヰスキー
余市蒸溜所

JR余市駅

余市協会病院

余市IC
小樽札幌方面

余市IC
倶知安方面

現・道の駅

新・道の駅
計画地

計画地
後志自動車道余市ICから約0.2kmに位置し、北側が一般道
道753号余市登停車場線（通称登街道）、南側が町道黒川栄
町山手線（通称フルーツ街道）に接する民有地とする。
（令和7年4月余市町で概ね取得済み）

【立地の主なメリット】
・余市ICに近接し、高速道路利用者 及び都市間バス等が
立ち寄りやすい
・ヘリポートや医療機関、主要道路が近隣にあり、避難所、
災害復旧拠点として救急搬送、応援等受入機能を導入
しやすい

整備主体
本町における道の駅に当たっては、道路管理者である北海道と地域振興の主体である本町
が連携して行う「一体型」での整備を想定している。

余市町「新たな道の駅」を核とする
交流拠点施設整備

計画敷地：余市町黒川町672番ほか
都市計画区域：都市計画区域内
用途地域：用途地域の定めなし 白地地区
防火地域：指定なし 建築基準法22条区域
敷地面積：約45,000㎡
その他：下水道区域外、敷地内に第1種農
地
日影規制：-
ガス：プロパン

道路管理者：北海道
北海道との一体型での整備を予定
駐車場・トイレ・休憩施設・情報提供
施設の一部を道路管理者が整備し、そ
の他を設置者が整備する。
整備方法は要協議
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条件②埋蔵文化財保護
埋蔵文化財再協議必要範囲
建物の配置および敷地の出入り口にできない。
鋤取りや伐根は不可。工事時に立会必要。
３m以内の盛土、駐車場としての利用は可能。

条件①用水路
前回の提案では、暗渠化し借地し緑地や一部通路として利用する計画

用水路：町の所有ではない。道路を挟み北側土地に利用者がいるため廃止不可（所有者余市川土地改良区）
暗渠化に際し、点検港の設置点検箇所までの導線の確保などの要件が発生する。
建物は建設できない。用水路と建物は用水路と離隔をとる。

条件③農地法
第１種農地のエリアには道の駅を建設しなけれ
ばならない。

第１種農地



北海道余市町

余市町が抱える課題

近年顕在化しているもの、また、今後懸念される課題は多いが、道の駅に関連したものは
主に五つ挙げられる。

① 地域における持続可能な移動手段と地域観光資源を周遊する

ための移動手段の確保

②倶知安余市道路の供用開始に伴う通過交通の増大への懸念

③休憩施設の確保

④地域の魅力発信機能の充実

⑤若者・子育て世代の町外流出への対応
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北海道余市町

「新たな道の駅」の必要性
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基本構想における整備方針とメインテーマ
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北海道余市町

基本構想における整備方針とメインテーマ

メインテーマ

スライド⑧



北海道余市町

道の駅の登録要件
「休憩機能」「情報発信機能」「地域連携機能」の３つの機能を併せ持つ必要がある。
・休憩機能 無料で24時間利用できる駐車場、清潔なトイレ、子育て応援施設（ベビー

コーナー等）
・情報発信機能 道路及び地域に関する情報を提供（道路情報、地域の観光情報、緊急医療

情報等）
・地域連携機能 文化教養施設、観光レクリエーション施設などの地域振興施設
・その他 ： 施設及び施設間を結ぶ主要経路のバリアフリー化
・設置者 ： 市町村又は市町村に代わり得る公的な団体

導入機能 施設イメージ

休憩機能 道路利用者向け駐車場、２４時間利用可能なトイレ、ベビーコーナー、休
憩スペース

情報発信機能 観光案内スペース、アイヌ関連情報、道路情報

地域連携機能 セレクトショップ、農水産物直売所、フードコート、多目的スペース、バ
ス停留所、オープンスペース、地域連携施設利用者向け駐車場

付帯施設 管理事務所、防災倉庫、自家発電施設
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北海道余市町

導入を検討する機能
道の駅の登録に必要な機能（休憩機能、情報発信機

能、地域連携機能）のほか、町の課題等に基づき、次
の機能の導入を検討する。

（１）地域防災拠点機能
過去に行った道の駅への再生可能エネルギー導入調

査結果により実現性の高いとされた太陽光発電及び地
中熱ヒートポンプ設備の導入を目指す。
災害などの非常時におけるレジリエンス機能を持った
施設を検討する。

※導入の一例を図示したもの。

（２）アイヌ文化拠点機能
※当初は施設整備も検討していたが、現段階では、施設整備ではなく情報発信へシフトし
ている。

（３）町内の公共施設機能
町内の老朽化した公共施設機能について、道の駅計画地への移転及び集約を検討する。
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北海道余市町

主な要望

・宿泊施設を作って欲しい。
・生産者が高齢化し、減少している状況を含めてよく考えて、生産者との調整を事前にしっかりとやって欲しい。
・防災センターのような仕組みを道の駅で作ったらどうかと思う。
・ドッグランを整備して欲しい。
・町内の高齢者の活動が活発化する仕組みを作って欲しい。
・１日限りの出店ができるようなスペースを作って欲しい。
・余市タータンチェックを取り入れて欲しい。

地域住民のニーズ

（１）アンケート調査
令和５年度に実施した余市町民及び余市町公式LINE登録者へのアンケートにおいて、道の駅の建物内にあったら良いと思うもの

を選択する設問で最も多かった回答は「産直物販スペース」で、次いで「カフェスペース」、「観光案内・情報発信スペース」と
いう結果となった。

図 アンケート結果
また、新しい道の駅で販売してほしい余市のものとしては、「アップルパイ」、「果物」、「ワイン」などの回答が多かった。

道の駅に関する意見を自由記述方式で問う設問においては、道の駅が町民の憩いの場としても利用でき、地元の経済活性化にも
貢献することを期待する声が寄せられた。
（２）町民説明会での要望
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